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平成２８年度ユネスコスクール年次報告書 

 

報告期間：平成２８年４月～平成２９年３月 

 

 

 １．学校概要  

 

学校名  勝山市立平泉寺小学校                       

  種 別 □保育園・幼稚園  ■小学校     □小中一貫教育 

      □中学校      □中高一貫教育  □高等学校  

      □教員養成     □技術/職業教育 

      □特別支援学校   □その他（         ） 

  所在地 〒 ９１１－０８２２  

       福井県勝山市平泉寺町平泉寺１６４－１２                              

  E-mail  heisenjisyo@edu.city.katsuyama.fukui.jp                      

  Website                       

  児童生徒数  男子  １８名   女子  １５名  合計  ３３名 

        児童・生徒の年齢 ６歳～ １１歳 

 

 ２．実施活動（複数選択可） 

 

  □ 地球規模の問題に対する国連システムの理解 

 □ 国際理解 

 □ 世界遺産 

□ 平和・人権 

■ 環境 

□ 気候変動  

□ 生物多様性 

□ エネルギー 

□ 防災 

□ 食育 

□ 伝統文化 

□ そのほか（         ） 
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 ３．活動内容  

（１）主な活動内容 

  ①ユネスコ視察団への活動報告（５月 全校児童） 

    白山ユネスコパーク拡張登録に際し，ユネスコ 

本部より来日した視察団の方に対して，昨年度ま 

で取り組んできた池ケ原湿原の保全活動につい 

て発表を行った。クイズ・劇・プレゼン（資料を 

提示しながらの発表）など工夫して行った。ユネ 

スコの使節団の方より自分たちの取り組みをほめていただき，大いに自

信を持った。 

 

②池ヶ原原湿原の生態調査１（５月 １～５年生） 

    湿原にある池の中に捕獲網を設置し，水生動物 

を捕獲・観察した。アカハライモリやドジョウの 

他に，絶滅危惧種であるコオイムシも捕獲するこ 

とができた。 

 

   ③池ケ原湿原の生態調査２(７月 ３～５年生) 

     ミズチドリやカキランなどの希少植物の個体数 

調査を行った。池ケ原湿原が，多くの動植物が生 

息する自然豊かな場所であることを実感すること 

ができた。 
 

④外来種の駆除活動（７月 ３～５年） 

特定外来種であるオオハンゴンソウの駆除活動 

を行った。昨年度から続く活動である。自然保護 

センターの方の指導を受けながら，オオハンゴン 

ソウを地面から引き抜き，花・茎・根に切り分け 

た。約３００株を駆除することができた。 

 

   ⑤池ケ原の生態調査３(１０月 ３～５年生) 

トンボやバッタなどの昆虫採集を行った。自然 

保護センターの方より，虫取り網を使った採集の 

仕方，図鑑を使った調べ方，記録の仕方を学んだ。 

    また，駆除活動を行った場所にオオハンゴンソ 

ウが再び生えているのを発見し，児童たちは駆除 

活動が決して簡単でないことを実感した。 

  

 ⑥ヨシ刈り（１１月 全校） 

池ケ原湿原に生えるヨシの刈り取りを行った。 

平成２３年度から行っている活動で，今回で６回 

目になる。全校児童と教職員だけでなく，保護者 

や地域の方にも協力いただいて行っている。 
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  ⑦よしずづくり（１２月 全校） 

    自然保護センターから講師を派遣していただき， 

ヨシがよしずなど昔の生活に生かされていたこと 

を学習した。その後，地域の方に講師をお願いし 

て，池ヶ原湿原で刈り取ってきたヨシを使ってよ 

しず作りを行った。一昨年にも行っており，今回 

が２回目となる。保護者や祖父母にも参加をいただき，３枚のよしずを

作ることができた。資源の再利用についても考える機会となった。 

 

（２）活動時間について（下記から選択して下さい。） 

 

■ 通常の授業時間を使用（総合的な学習の時間を含む） 

□ 時間外活動の時間を使用 

□ ユネスコクラブの活動として実施 

□ その他（                           ） 

 

 


